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2∞410月号E緩おおず

台風16号|こよる被害状況

し
ま
し
た
。

_，，--_... 

一一..... 

-

上
浸
水
な
ど
の
被
害
を
受
け
、

ザ
忌ご e 

(す寸Z|
企冠水した東大洲地区

2 

A水害により壊れたアスフアルト

8
月
初
日
か
ら
白
日
に
お
け
ま
す

台
風
日
号
の
災
害
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
心
よ
り
お

見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
災
害
状
況
で
す
が
、
市
内

の
浸
水
面
積
は

9
5
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
及
、
び
、
住
宅
の
床
上
浸
水
2
6
3

棟
、
床
下
浸
水
2
3
7
棟
、
農
作
物

な
ど
の
被
害
面
積
も
約
4
0
6
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
被
害

額
は
、
農
作
物
約
2
億

6
，

7
0
0
万

円
、
道
路
関
係
約
1
億
3
，

9
0
0
万

円
合
計
で
は
約
4
億
6
0
0
万
円
で

あ
り
ま
す
が
、
商
工
業
関
係
で
は
確
認

で
き
な
い
部
分
が
多
く
、
こ
れ
に
住
宅

の
被
害
を
加
え
ま
す
と
甚
大
な
災
害
が

発
生
い
た
し
ま
し
た
。

復
旧
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
浸
水

後
は
、
す
み
や
か
な
し
尿
処
理
と
と

も
に
、
床
上
床
下
浸
水
家
庭
へ
の
消

毒
作
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に

も
復
旧
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

8
月
初
日
か
ら
引
日
に
か
け
て
九
州
、
中
園
地
方
を
縦
断
し
た
台
風
間
山
号
が
市
民
生

活
に
大
き
な
爪
あ
と
を
残
し
ま
し
た
。
市
内
各
地
で
は
生
活
道
路
の
冠
水
、
停
電
、
床

一
時
は
約

2
0
0
人
が
公
民
館
や
小
学
校
な
ど
に
避
難

A収穫直前に泥をかぶった施設栽培のトマト

ま
た
、
ご
み
処
理
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
は
、
愛
媛
県
建
設
業
協
会
喜
多

大洲市長

田輿桝

支
部
の
ご
支
援
に
よ
り
早
期
に
処
理

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
衷
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
被
災
者
に
対
し
市

単
独
事
業
と
し
て
災
害
見
舞
金
の
支

給
、
ま
た
、
一
般
世
帯
、
農
林
漁
業

者
、
商
工
業
者
に
対
し
、
貸
付
限
度

額

1
0
0
万
円
、
償
還
期
限
凶
年
、

う
ち
据
置
2
年
無
利
子
、
貸
付
利
率

年

0
・
5
%
と
い
う
特
別
援
護
資
金

貸
付
制
度
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、

災
害
救
助
法
適
用
に
よ
る
災
害
援
護

資
金
に
対
し
ま
し
で
も

2
%
の
利
子

を
補
給
し
て
、
実
質

1
%
の
融
資
制

度
を
制
定
し
、
広
報
お
お
ず
臨
時
号

で
こ
れ
ら
の
支
援
策
の
周
知
に
努
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
税
の
軽
減
、
免
除
、
徴
収

の
猶
予
な
ど
に
つ
い
て
も
対
策
を
講

じ
て
お
り
、
被
災
者
の
皆
様
の

一
日

も
早
い
復
旧
を
心
か
ら
祈
念
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
水
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
国
・
県
の
関
係
機
関
に
強

力
に
お
願
い
を
し
、
市
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。



2∞410月号広緩おおず

老λ医療露鎗蓄の

みなさん《

入
院
の
と
き

~こんなときは保険環境課へ申請をしましょう~

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

(
低
所
得
者
I
お
よ
び
E
)

次
の
表
1
に
あ
る
「
低
所
得
者
I
」

お
よ
び

「
E
」
に
該
当
す
る
人
は
、

入
院
の
際
に
「
限
度
額
適
用

・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
示
す
こ
と
で
、
負
担
が
少

な
く
て
済
み
ま
す
。
前
も

っ
て
、
保

険
環
境
課
で
認
定
証
を
受
け
取
る
た

め
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
に

な
り
ま
す
。

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
も
の

老
人
医
療
受
給
者
証
、
保
険
証

長
期
入
院
の
場
合

入
院
が

叩
日
を
超
え
る
場
合
に

は
、
さ
ら
に
負
担
が
減
額
さ
れ
ま
す

の
で
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

老人医療制度!こついて

2 

高
額
医
癒
費
の
払
い
戻
し

同
じ
月
内
に
、
次
の
表
2
に
あ
る

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

て
支
払
っ
た
と
き
は
、
超
え
た
分
の

払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

保
険
環
境
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
も
の

認
め
印
、
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

該
当
者
へ
の
通
知

払
い
戻
し
の
該
当
者
に
は
、
診
療

月
の
約
3
カ
月
後
に
ハ
ガ
キ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

3 

医
療
保
険
の
変
更

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
保
険
環
境
課

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
も
の

新
し
い
保
険
証
、
医
療
受
給
者
証
、

認
め
印

入院したときの食事代

一定以上の所得がある人および
780円

一般の人

低所得Eの人
90日までの入院 650円

(市民税非課税世帯) 90日を超える
500円

入院

低所得 Iの人(市民税非課税世帯で
300円所得が基準以下の世帯)

表 1

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
老
人
保
険
係

8
@
2
1
1
1
(内
線
1
6
4
)

適正な診療を

高齢lこなると生活習慣病怠ど慢

性的な病気ガ増える定め、高齢者

の医療費ガ増える傾向|こあります。

日頃から健康づくりや上手な受

診を心がけましょう。

70歳以上の人の自己負担額(月額)

---------外(個来人のごと限に計度算額) 入院及び世帯Jとの限度額一定以上の 72，300円

所得がある人
40，200円 + 

[(実際にかかった医療費一361，5∞)x 1 %] 

自主 12，000円 40，200円

{丘
E 24，600円

市民税非課税世帯

所
市民税非I課税で

8，000円
15，000円f尋

基準所得以下の世帯

※特定疾病患者は、自己負担額が1カ月につき 1万円までとなります。
※入院時の食事代や差額ベッ ド代などは、払い戻しの対象になりません。

表2

老人1人当たり

医療費 73万9千円
前年に比べ 1，9%増♂

平成15年度大洲市の老人医療費の状況
一人当たりの老人医療費の推移

748，517円

( )は前年度比伸び率円万
引

80 

70 

60 

50 

I頁 目 件数 金額

入院 5，410 25億3，803万円

診 療費 入院外 101，404 18億7，092万円

歯科 7，414 1億2，277万円

調 剤 20，062 2億5，377万円

訪問看護 87 755万円

療養費(コルセット ・柔道整
8，449 1，722万円

復・アンマ・マッサージなど)

dE2コh 言十 142，826 48億1，026万円

6，503人月平均老人医療受給者(平成15年度)

3 



2α)4 10月号巴韓ああず

犬の危害防止対策推進月間

問
月
は

「
犬
の
危
害
防
止
対
策
推
進
月
間
」

愛
情
と
責
任
を
も
っ
て

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
!

ん-
放
さ
な
い

※
「
河
原
沿
い
に
あ
る
犬
の
フ
ン
に

困

っ
て
い
る
」
と
い
う
苦
情
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
河
原
で

あ
っ
て
も
、
フ
ン
は
必
ず
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
!

o 00  
し散う家放
ょ歩!でし
うの も伺
!と「い
き孟は
は ;で事
必二故

高品2
をいと
つまで
け しす
まよ!

迷
惑
を
か
け
な
い

一-
捨
て
な
い

O
犬
を
捨
て
る
の
は
、

ま
し
ょ
う
!

O
犬
猫
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
制
度

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
!

O
飼
え
な
い
と
き
は
新
し
い
飼
い
主

を
探
し
ま
し
ょ
う
!
(
市
で
も

引
き
取
り
ま
す
)

O
家
族
の
一
員
と
し
て
終
生
か
わ
い

O
道
路
や
公
園
は
犬
の
ト
イ
レ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
!

O
散
歩
中
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責

任
を
持
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

》
つ
!犬句登録と狂犬病予防注射を

必ず受けましょう!

登録・届出は市役所保険環境課へ

- 生後 90日を越えた犬は、必ず登録(1

回限り)をして、年 l回の狂犬病予防注

射を受けなければなりません。

登録料 3，000円

予防注射料 2，850円

ただし、平成7年度以降に登録した犬につ

いては、登録の必要はありません。

絶
対
に
や
め

指定動物病院

久保田動物病院(新谷)825-3223 

岡どうぶつ病院(常磐町)823-1511 

西大洲動物病院(西大洲)823-3303 

ふじさわ動物病院(東大洲)823-2331 

八木動物病院(徳森)s25-2007 

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
犬
が
好
き

な
人
ば
か
り
で
な
く、

苦
手
な
人
も

い
ま
す
。
周
囲

へ
の
十
分
な
気
配
り

と
正
し
い
し
つ
け
で
、
か
み
つ
き
な

ど
の
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

が
り
ま
し
ょ
う
!

-
か
み
つ
き
事
故
を
な
く
そ
う
!

か
み
つ
き
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
犬
の
習
性
を
よ
く
理
解
し
て
正

し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

狩
猟
犬
に
よ
る
か
み
つ
き
事
故
防
止

人
の
生
命
・
身
体
や
財
産
に
危
害

を
加
え
な
い
よ
う
、
十
分
訓
練
さ
れ

た
犬
で
狩
猟
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

8
@
2
1
1
1
(内
線

1
6
6
)

4ゆ 犬の首輪には、狂犬病予防注射済票を必

ずつけてください。

. 登録した犬の所在地、所有者などが変

わったり、犬が死んだ、りした場合は、犬

鑑札、狂犬病予防注射票、認め印を持参

のうえ、保険環境課へ届け出てください。

青年の家フェスティバル
青年の家フェスティバル

，町、J新たなる旅立ち，画、d

国
立
大
洲
青
年
の
家
は
、

開
所
叩
周
年
を
迎
え
ま
す
。

『
新
た
な
る
旅
立
ち
』
を
サ
ブ
テ
ー

マ
に
し
て
、
例
年
の
内
容
に
加
え

て
、
特
別
講
演
や
特
別
展
示
を
行
い

ま
す
。
普
段
は
聴
け
な
い
宇
宙
開
発

の
お
話
や
最
先
端
の
宇
宙
開
発
の
展

示
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日

時刊
月
お
日
(
土
)

午
前
日
時

1
午
後
3
時

場

所国
立
大
洲
青
年
の
家

内

容
・
開
所
初
周
年
記
念
特
別
講
演 今

年
で

4 

「
太
陽
系
の
惑
星
を
探
検
し
よ
う
!
」

講
師
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研

ジ

ャ

ク

サ

究
開
発
機
構

(
J
A
X
A
)

宇
宙
科
学
研
究
本
部

助
教
授

山
川

宏

氏

※
事
前
申
込
み
に
よ
る
整
理
券
が
必

要
で
す
。

-
特
別
展

「
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
・
人
工
衛
星
」

宇
宙
科
学
研
究
本
部
よ
り
の
模
型
や

パ
ネ
ル
な
ど
の
資
料
展
示

・
展
示
コ
ー
ナ
ー

大
洲
警
察
署
や
大
洲
河
川
国
道
事
務

所
な
ど
の
資
料
展
示
、
陶
芸
や
写
真

な
ど
の
作
品
展
示

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

合
唱
団
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
マ

ジ
ッ
ク
な
ど

・
体
験

コ
ー
ナ
ー

肱
川
の
魚
や
微
生
物
の
観
察
、
人
工

衛
星
を
使
っ
た
電
話
体
験
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
、
茶
道
体
験
、

星
座
観
察

.
販
売

コ
ー
ナ
ー

送

迎大
洲
駅
と
青
年
の
家
と
の
聞
に
無

料
パ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

国
立
大
洲
青
年
の
家
事
業
課

包

@
5
1
7
5



応鰻おおず 2C胤 10月号

えひめYOSAKOI祭り

h A堅 ー--
企数々の受賞経験をもっ旭食品チーム企勇壮なよんでん大洲

.....獅子舞の衣装でがんばった若宮青年団
一ズ

-

o

、、
-，，， 

一

勺

ノ

一
一フ
一
フ

愛
媛
Y
O
S
A
K
O
I
祭
り
が
8

一
け
月
幻
日
(
日
)
、
肱
川
緑
地
公
園
を
主

一
ぱ
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
り
本
場
の
高
知
か
ら
招
待
チ
l
ム
と

一
気

し
て
出
場
し
た
旭
食
品
を
は
じ
め
市

一
針
内
の
学
校
、
企
業
サ
ー
ク
ル
な
ど
幻

一

団
体
、
約
7
0
0
人
が
参
加
し
ま
し

一
連

た

一
赫
こ
の
大
会
に
向
け
て
、
各
団
体
と

一

ω
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
や
踊
り
で

一
一日

熱
演
し
て
い
ま
し
た
。

一
引
パ
レ
ー
ド
の
会
場
と
な

っ
た
肱
北

-
立
口
一
年

商
広
街
で
は
、
「
ド

ッ
コ
イ
シ
ョ
、

一
主
同
一
所

ド

ッ
コ
イ
シ
ヨ
」
と
い
う
元
気
な
か

一
芸
技
一
針
け
声
や
鳴
子
の
軽
快
な
音
が
響
き
、

ヰ

紅
祭
り
ム
1
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

一
矧

祭

り

の

フ

ィ

ナ
ー
レ
は
、
夕
暮
れ

一
削
の
肱
川
緑
地
公
園
。
大
洲
城
を
背
景

一
わ
に
参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
が

一
つ
の
輪

一
勧企

祭
り
が
人
を
変
え
、

人
が
街
を
革
え
る

-i~棋Wtt嶋;2004.....優勝チーム

プリチィガールズセブンティーン

り
マ
由
問

。
昨
俳総
と
な
り
、

恥

し

た
。

全

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

げ

大

賞

タ

プ

リ

チ

ィ

ガ

l
ル

ズ

セ

ブ

ン

ス
テ
ィ
ー
ン
(
大
洲
高
等
学
校
ダ
ン
ス

者

部

)

割

準

大

賞

企

大

洲
北
中
学
校
・
よ
ん
で
ん
大
洲

特
別
賞

大
洲
ホ
l
ム

総
踊
り
で
締
め
く
く
り
ま

5 



2C沿410月号

市制施行50周年
応綴おおず

大
洲
市
制
施
行
間
ω一
周
年
J

記
念
式
典

祝大洲市制施行50周年記念式典

市
制
施
行
日
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
9
月
1
日
、
大
洲
市
民
会
館
で

約
1
、
0
0
0
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
自
治
功
労
を
は

じ
め
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
市
勢
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団

体
へ
感
謝
状
・
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

、宗総J1r
4恒晶晶弘F六骨

/一環千三い

m

一一
Ea
 

.... Iこっぱの歌jを披露する大洲ふじかげコ ラス

祝
乙
の
式
典
で
表
彰
状
・
感
謝
状
を

受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。
(
順
不
同

・
敬
称
略
)

-
特
別
自
治
功
労

冗
自
治
大
臣
・
国
土
庁
長
官
西
田

-
自
治
功
労

(
県
議
会
議
員
)

樫山文枝さん

(
1
人
)谷
本

永

年

(
市
制
施
行
相
周
年
以
後
の
理
事
者
)

(
3
人
)

瑞
雄

企きらめき観光大使

稲
積
絢
喜
…
・
河
野

首

藤

馨

(
市
制
施
行
相
周
年
以
後
の
正
副
議

長
)
(
日
人
)

大

森

隆

雄

・

久

保

幸

信

吉
岡
昇
平
・

山
下

勝
利

清
水
久
二
博
・
田
淵
保
男

池

田

幸

徳

・

木

村

誠

窪

田

亀

一
・

吉

岡

猛

宮
本
喜

一
郎

(
永
年
勤
続
市
議
)

(
印
人
)

小
泉

紘

文

・

大

野

新

策

司

木

元

秋

輝

・

大

森

隆

雄

音

岡

昇

平

・

久

保

幸

信

山
下

勝
利
・
田
淵
保
男

清
水
久
二
博
・
吉
岡

猛

窪

田

亀

一

・

池

田

幸

徳

木

村

誠

・

大

谷

寿

昭

中
野
忠
重
・
宮
本
喜
一
郎

向

井

敏

憲

・

有

友

正

本

山
首

正

男

(
永
年
勤
続
特
別
職
)

O
農
業
委
員
(
げ
人
)

森

居

重

幸

・

柿

原

園

臣

村

越

忠

雄

・

大

野

義

久

白

石

福

吉

・

大

下

孝

孜

仲

川

徳

水

・

亀

本

耕

三

西

岡

出

留

・

成

岡

安

善

谷
山

光
男
・
穂
積
幸
雄

佐
々
木
金
光
・
前
川
慶
隆

井

上

清

雄

・

三

瀬

信

昭

熊

野

昭

孝

O
教
育
委
員

(
4
人
)

梅

林

義

輝

・

森

永

節

池
田
陽

一
郎
・
河
野
瑞
雄

O
公
平
委
員

(
3
人
)

熊

野

良

一

・

栗

田

康

丸

河

野

好

明

O
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

(
2
人
)

矢

野

恒

雄

・

古

森

達

夫

O
選
挙
管
理
委
員

(
2
人
)

桑

野

雅

英

・

岡

本

孝

道

O
社
会
教
育
委
員

(
4
人
)

小

泉

紘

文

・

西

岡

哲

義

亀
井

悦

子

・

上

杉

潤

O
体
育
指
導
委
員
(
市
人
)

小

泉

紘

文

・

谷

本

俊

一

元

永

省

吾

・

谷

新

一

演

田

嘉

彦

・

向

居

豊

祐

米

子

虞

典

・

松

尾

幸

穂

矢

野

吉

信

・

橋

本

章

市

亀
田
泰
博
・
尾
上

和
生

絵

家

卓

嗣

・

星

野

勇

政

所

俊

司

・

西

岡

正

人

6 

O
総
合
体
育
館
運
営
審
議
委
員(
4
人
)

小
泉
紘
文
・
元
永
省
土
口

西

岡

哲

義

・

木

村

誠

O
公
民
館
(
ハ
刀
館
)
長

(
6
人
)

桑
野
雅
英
・
矢
野

三
弘

楠

野

正

幸

・

二

宮

抗

上

田

栄

一
・

亀

本

耕
三

O
文
化
財
保
護
審
議
委
員

(
9
人
)

土

居

泰

正

・

稲

田

賓

留

増
田

郷
志
・
中
川

一
生

八

島

龍

晴

・

上

杉

潤

村

上

恒

夫

・

西

川

弘

志

澄
回
恭
一

O
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

(
9
人
)

昇
平
亀
一
忠
行
正
本

小
泉
紘
文
・
土
口
岡

瀧
本
貞
光
・
窪
田

兵
藤
正
自
・
松
本

井
上
葉
子
・
有
友

井

上

昭

利

O
大
洲
病
院
運
営
審
議
委
員

(
3
人
)

井
上

葉
子
・
井
関
和
彦

梶

谷

繁

一

O
大
洲
児
童
館
・
徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員

(
9
人
)

久
保
幸
信
・
吉
岡
田
舛
平

白
石
成
子
・

竹
田

恭

子

木

元

秋

輝

・

大

森

隆

雄

大

塚

健

造

・
台

越

芳

明

飯
野

一
之

O
大
洲
隣
保
館
・
福
祉
会
館
運
営
審

議
委
員
(
日
人
)

木

元

秋

輝

・

水

本

保

近
田
宣
秋
・
山
下
紀
代
子

石

田

忠

儀

・

二

宮

抗

一
宮
保
則
・
飯
野

一
之

山
本

三
好
・
森
岡
賓
男

坂

田

義

高

・

松

徳

金

吉

井

野

正

明

O
区
長
(
引
人
)

檎
垣
保
孝
・
尾
上

清
則



2∞410月号
市制施行50周年
庖環ああず

小

野

雄

三
・
大
塚

堀
之
内
始
・
久
保

大
塚
良
次
・
佐
賀

大
塚
良
貞
・
藤
田

中
野

喜
光
・

二
呂

上
田
利
男
・
長
田

河

野

靖

・

野

戸

辻

幸

喜

・

河

野

西

村

豊

・

西

野

大
田
正
男
・
池
田

河
内

孝
雄
・
篠
寄

津
田
武
雄
・
平
田

村
上
恒
夫
・
松
岡

好
崎
無
二
・
水
成

浅

野

始

O
市
部
長

(
7
人
)

山
本
敏
和
・
長
田

東

孝

志

・

堀

江

大
塚
忠
男
・
二
宮

森

克

己

-
社
会
福
祉
功
労

(
民
生
・
児
童
委
員
)
(
幻
人
)

梶

谷

繁

一

・

白

石

成

子

丹
羽
ノ
ブ
ヱ
・
演
田
耕
造

野
寄
志
げ
子
・
東
原
弘
泰

谷

口

ウ

メ

コ

・

山

田

清

出

合

敏

・

西

岡

秀

幸

中

野

善

高

・

森

岡

猛

白

石

築

勇

・

芝

エ

ツ

子

矢

野

恒

雄

・

後

藤

松

雄

都

築

賢

・

友

松

豊

子

新
川

欣

子
・
宮
元
紀
子

丸
本
真
由
美
・
白
石
正
行

中
蔦
シ
マ
コ
・
松
岡
久
美
雄

堀
川

治
・
台
越
芳
明

石

河

美

明

(
社
会
福
祉
功
労
者
)
(
9
人
)

近

田

宣

秋

・

木

元

秋

輝

飯

野

一

之

・

大

野

淳

子

窪

久

江
・
玉
木
道
輝

二
宮

侃
・
櫛
部
久
栄

好 知貞武英吉司彦保政衛恭慶
春強之清男則邦郎一 則 雄敏一義

政泰靖
勝幸彬

竹
田

恭
子

(
社
会
福
祉
功
労
団
体
)

(
団
団
体
)

愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会
大
洲
支

部
/
社
会
福
祉
法
人
大
洲
幸
楽
園

/
社
会
福
祉
法
人
大
洲
育
成
園
/

社
会
福
祉
法
人
友
愛
会
/
社
会
福

祉
法
人
愛
美
園
/
社
会
福
祉
法
人

肱
友
会
/

社
会
福
祉
法
人

三
善

会
/
大
洲
市
身
体
障
害
者
協
議
会
/

大
洲
市
遺
族
会
/
大
洲
市
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
/
大
洲
市
V
Y
S
連
絡

協
議
会
/
社
会
福
祉
法
人
大
洲
市

社
会
福
祉
協
議
会
/
大
洲
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
/
大
洲
市
傷
療
軍
人
会
/

大
洲
市
傷
疾
軍
人
妻
の
会
/
大
洲
市

地
域
活
動
連
絡
協
議
会

-
産
業
建
設
功
労

(
商
工
・
観
光
功
労
者
)

(
ロ
人
)

村

上

五

郎

・

井

関

和

彦

槍
田
芳
文
・
中
川

一
生

北
本

宏

・

東

原

弘

泰

山
中

年
治
・
今
井
一
行

柿

本

五

月

・

梶

尾

善

作

久

保

賀

運

・

藤

田

訓

夫

(
農
林
業
功
労
者
)
(
6
人
)

上

川

好

邦

・
大
森
隆
雄

宇
都
宮
敏
伯
・
政
所
義
之

祖
母
井
良
市

・
信
高

武
雄

(
産
業
建
設
功
労
団
体
)
(
凶
団
体
)

大
洲
電
子
工
業
有
限
会
社
/
仙
味

エ
キ
ス
株
式
会
社
/
株
式
会
社
ア
イ

テ
ツ
ク
/
丸
三
産
業
株
式
会
社
/
大

洲
商
工
会
議
所
/
大
洲
青
年
会
議
所

/
大
洲
市
観
光
協
会
/
旬
を
愛
す
る

会
/
愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
/

大
洲
市
森
林
組
合
/
大
洲
市
青
年
農

業
者
協
議
会
/
梅
川
林
業
研
究
会
/

上
須
戒
梨
生
産
組
合
/
松
久
保
野
菜

組
合

-
消
防
功
労
(
何
人
)

竹

田

正

一
・
森
本
信
久

堀
之
内

始
・
矢
野
庄
一

柳

野

孝

行

・

宮

本

進

久

保

正

文

・

楠

野

茂

利

柿
見
純
一
・

山
本

善

和

植
田
豊
年
・
松
本

喜
富

植

木

茂

・

矢

野

丸

吉

森

本

泰

治

・

沖

田

辰

夫

平
谷
伊
三
雄
・
長
田
孝
重

佐

賀

一

郎

・

松

中

功

中
家
定
久
・

小

川

健

梶
谷
達
男
・
大
中

章
由

本

川

耕

一
・
岡
本
博
昭

高

月

泰

虞

・

金

野

功

宇

都

宮

隆

・

上

甲

清

行

新

川

静

雄

・

堀

田

範

秋

長

田

忠

・

松

中

孝
次

菊

池

秀

市

・
川
口
満
蓋一昨

金

野

茂

生

・

松

盛

亀

久

山

田

正

広

・
城
戸
哲
雄

二

宮

義

則
・
村
上
仁
郎

大

隅

慣

司

・

松

尾

幸

穂

西

山

好

昭

・

増

田

雅

史

佐
川

修
一
・
池
田
正
茂

尾

崎

幸

一

・

松

尾

要

山
本

忠

・

中
川

一
夫

吉
岡
時
三
郎
・
井
下

和
明

尾
花
修
一
・
玉
木
猪
久
夫

井
上
猪
佐
夫
・

竹
岡

宏
晃

矢

野

正

鮮

・

河

野

忠

志

中
岡

隆
雄
・
伊
賀
八
平

上

田

栄

一・

梶

本

忠

行

青

木

信

善

・

白

石

治

郎

上

甲

俊

行

・
丸
山

昇

赤

杖

松

行

・

兵

頭

宏

司

中
野
竹
博
・

丸
田

貢
三

中
内

功
・

山
田

泰
志

藤
尾
正
照
・
石
岡
猶
一

山
岡

裕
・
武
内
利
夫

西

本

忠

春

・

矢

野

栄

男

岡
田
園
典
・
鳩
岡

都

築

吉

也

・
山
本

宇
都
宮
忠
美
・
水
本

西
山

茂
・

丸
本

高
橋
幸
男
・
西
川

成
岡
好
行
・
本
川

山
本
方
官
了
谷
本

小
西
龍
次
・
上
田

又文正和平福栄清
丈彦光宏吉泉慶孝

-
教
育
文
化
功
労

(
教
育
公
務
員
)
(
幻
人
)

岩

田

徳

幸

・
西

尾

俊

二

土

居

泰

正

辻

喜

千

治

山
田

幸
一
・
鎌
田
多
加
義

大
川
正
太
郎
・
井
上
英
二

富
田

和

子

・

小

森

憧

宮

元

淑

・

野

寄

全

昭

上
久
保
政
夫
・
坂
本
雅
敏

鴨
川

靖
雄
・
伊
東
克
夫

中
野

正

行

・

大

本

毅

大

野

正

義

・

東

宏

之

井

上

征

生

・

米

津

弘

行

(
教
育
文
化
功
労
者
)
(
話
人
)

森
本
定
満
・

中
川

一
生

増

田

郷

志

・

玉

木

道

輝

津

井

稔

・

山

本

均

井

上

高

明

・

木

元

秋

輝

河
合
三
郎
・
谷
本
俊
一

笹
田
仲
三
郎

・
河
野
修
二

大
原
生
作
・

中
村

章

門
多
隆
芳
・

二

宮

英

俊

藤
田
政
雄
・

山
本

重

信

菊
池

光

矩

・
櫛

部

知

晴

白

石

繁

・

菊

池

小

夜

子

三
好
康
子
・
谷
岡
政
土
口

和

気

一

栄

・

東

紘

一

朗

(
教
育
文
化
功
労
団
体
)
(
8
団
体
)

財
団
法
人
桝
山
教
育
振
興
会
/

大
洲
神
伝
流
保
存
会
/
里
獅
子
保
存

会
/
野
田
獅
子
保
存
会
/
藤
縄
神
楽

保
存
会
/
上
須
戒
子
供
相
撲
甚
句
保

存
会
/
大
側
臥
龍
太
鼓
保
存
会
/
粟

津
祇
園
太
鼓
保
存
会

-
そ
の
他
の
功
労

(
交
通
指
導
員
)
(
叩
人
)

高

木

正

一

・

滝

野

満

徳

中

尾

熊

夫

・
村

上

満

三

瀬

茂

之

・

二

宮

賢

二

宮

重

好

・
二

宮

時

子

二

宮

敏

明

・

亀

岡

勝

菊

池

由

悪

・

上

甲

澄

夫

堀
ノ
内

始

・
佐
々
山
三
郎

徳

永

勝

利

・
山
内

倉
雄

西
岡
照
雄
・
平
岡

土
口
雄

坂
井
鬼
子
夫
・
首
藤
英
光

松

田

幸

恵

・

土

居

淑

子

尾
上
掻
子
・
久
保
田
晴
幸

永

見

文

楽

・

森

知

行

山
中

清
栄
・
梅
崎
一
郎

藤
岡

一
仁
・

植

木

茂

菊

地

茂

・

菊

地

正

夫

森

本

泰

治

・

和

気

昭

夫

橋

本

範

雄

・

新

山

孝

光

上

回

貞

美

・

河

田

明

光

水

沼

虎

光

(
善
行
者
)
(
5
人
)

高

橋

春

好

・

大

野

時

明

保

積

惇

・

上

甲

澄

夫

亀

岡

慶

有

(
交
通
安
全
功
労
団
体
)
(
2
団
体
)

大
洲
交
通
安
全
協
会
/
大
洲
市
交

通
安
全
母
の
会

(
指
定
金
融
機
関
)
(
3
社
)

株
式
会
社
伊
予
銀
行
/
株
式
会

社

愛

媛

銀

行
/
愛
媛
た
い
き
農
業

協
同
組
合-M刊周年
以
後
高
額
寄
附

(
高
額
寄
附
団
体
)
(1
団
体
)

財
団
法
人
愛
媛
県
自
動
車
整
備
振

興
会
西
予
支
部

7 
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2∞410月号
あなだも裁判員

※詳しくは，裁判所ホームページ
http://www.courts.go.jp/をご覧ください。

国
同
同
国
出
国
凶
暗
闇
四

受長66
ι 

裁判が身近でわかりやすいものになる。
司法に対する国民の信頼が向上する。

ι 
裁判員制度が導入されると・.. 

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
よ
う

応輯おおず

これまでの刑事裁判

平
成
同
年
度
交
通
安
全
高
齢
者
自

転
車
大
洲
地
区
大
会
が

8
月
幻
日
、

喜
多
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

選
ば
れ
た
選
手
が
、
交
通
安
全
に
関

す
る
知
識
を
競
う
学
科
テ
ス
ト
と
信

号
機
な
ど
に
注
意
し
安
全
に
走
行
す

る
実
技
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
厳
し
い
残
暑
に
も

負
け
ず
、
大
き
な
声
で
の
安
全
確
認

や
ジ
グ
ザ
グ
走
行
な
ど
で
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】

優

勝新
谷
チ
1
ム
(
県
大
会
出
場
)

【
個
人
の
部
】

第

l
位

菊

池

第

2
位

水

沼

第

3
位

辻

Q 裁判員制度つてなに?
A 国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参加してもら

い、被告人が有罪かどうか、 有罪の場合どのような刑にす

るかを裁判官と一緒に決めてもらう制度です。

国民が裁判に参加する制度は、アメリ力、イギリス、

イツ、イタ リアなどでも行われています。

Q 導入されることにより何が蜜わるの?
A 法律の専門家ではない国民のみなさんが刑事裁判に参加す

ることにより、裁判が身近で分かりやすいものとなり、司法

に対する信頼の向上につながることが期待されています。

ド

Q いつから実施されるの?
A r裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」の公布の日(平
成 16年5月 28日)から 5年以内に実施されます。

Q 裁判員はどうやって選ばれるの?
A 20歳以上の国民のみなさんの中から、抽選で候補者を選

びます。実際に裁判員になるのは、この候補者の中から、

事件ごとに選任のための手続により選ばれた人たちです。

Q 裁判員は、何をするの?
A 裁判官3人と裁判員 6人が一組となり、法廷で検察官の

主張や被告人・弁護人の主張， 証拠の内容を見聞きした上で、

被告人が有罪かどうか、また有罪であるとしたら、どのよ

うな刑が適当かを議論して決めます。

利
雄
(
新
谷
)

貢
(
菅
田
)

幸
喜
(
菅
田
)

総務大臣から委嘱された行政相談委員

が、次のとおり行政相談所を開設します。

相談は無料で、秘密は固く守られます。

10月19日制

午前9時~正午

場所 消防署会議室

行政相談委員

山本敏和(西大洲)

辻 陽子(大洲)

道路、交通安全、登記、郵便、

消費生活、社会福祉、公害、行

政サービス改善に関する意見・

要望など

行政に関する相談
10月18日から24日は行政相談週間

時

相談例

日



2∞410月号応援ああず

土地月間

師 E阪・R1IiJSJl@"

土地を活かして創る

開
発
行
為
に
は
許
可
が
必
要

開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

に
は
、
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
事
前

に
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作

物
の
建
設
を
目
的
と
し
て
行
う
土
地

の
造
成
な
ど
を
い
い
ま
す
。

都市計画区域内の場合

3，000平方メートル以上の開発行為

知事の許可が必要な開発行為

都市計画区域外の場合

10，000平方メートル以上の開発行為

ー大洲市の場合一

こ
れ
以
外
に
も
、
大
規
模
な
開
発
、

林
地
開
発
な
ど
が
あ
り
、
土
地
の
造

成
な
ど
に
は
、
種
々
の
制
約
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
土
木
工
事
事
務
所

8
@
5
1
2
1
 

市
役
所
都
市
整
備
課

8
@
2
1
1
1
(内
線
2
4
1
)

大
洲
拠
点
地
区
で
の

開
発
行
為

大
洲
拠
点
地
区
の

一
部
で
は
盛
士

規
制
や
道
路
後
退
の
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。

農
地
利
用
以
外
の
目
的
で
行
う
土

地
の
埋
め
立
て
(
盛
土
)
な
ど
や
宅

地
開
発
な
ど
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
開
発
区
域
の
面
積
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
市
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。

開
発
を
行
う
場
合
に
は
、
所
在
位

置
を
十
分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

治
水
課

8
@
2
1
1
1
 (
内
線
2
8
4
)

土
地
価
格
の
目
安
と
な
る

地
価
公
示

地
価
公
示
と
は
、
売
買
時
の
目
安

と
す
る
た
め
、
都
市
計
画
区
域
内
で

標
準
的
な
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る

土
地
(
標
準
地
)
を
選
び
、
そ
の
土

地
の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑
定

士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
園
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
公
用
用
地
な

ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ
、
適

正
な
地
価
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
土
地
の
条
件
(
形

状
、
道
路
、
駅
か
ら
の
距
離
、
上
・

下
水
道
な
ど
)
を
標
準
地
と
比
較
す

れ
ば
、
知
り
た
い
土
地
の
お
お
よ
そ

の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。

県
内
の
地
価
公
示
関
係
書
面
(
標

準
地
の
価
格
や
周
辺
の
状
況
な
ど
)

は
市
役
所
企
画
情
報
課
に
す
べ
て
あ

り
、
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

m祝gg
次
の
事
例
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
必
ず
契
約
後
2
週
間
以
内
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
必
要
な
土
地

.
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲
市
内

に
は
該
当
な
し
)

-
そ
の
他
の
区
域

A

市
街
化
区
域

2
千
平
方
針
以
上
の
土
地

(
大
洲
市
内
は
該
当
な
し
)

B

A

を
除
く
都
市
計
画
区
域

5
千
平
方
灯
以
上
の
土
地

C

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

-
万
平
方
目
以
上
の
土
地

※
届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

閲
覧
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
情
報
課

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
3
7
2
)

9 



2∞410月号応担おおず

大洲ジュニアトライ?スロン大会結果

第
叩
回
大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
大
会
が

7
月
出
日
(
日
)
、
肱

川
や
肱
川
緑
地
公
園
な
ど
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
気
温
叩
℃

を
超
え
る
猛
暑
の
中
で
、
小
学
生
か

省A".:.:::.. 

'!J~ニYトフイ "J.口ン in 大訓

....天を指し堂々のゴール

生
の
部
門
に
加
え
、
個
人
の
部
と
各

種
目
ご
と
に
選
手
が
交
代
す
る
駅
伝

の
部
が
設
け
ら
れ
、
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

ら
高
校
生
ま
で
の

1
8
0
人
の
選
手

ゴ
ー
ル
で
は
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で

が
ス
イ
ム

離
走
)
、

ラ
ン
(
長
距

入
っ
て
く
る
選
手
や
3
人
の
手
を
つ

(
水
泳
)
、

バ
イ
ク
(
自
転
車
競
技
)

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
小
学
生
3
1
6
年
生
ま

で
の
部
門
、
中
学
生
の
部
門
、
高
校

る
選
手
な
ど
全
力
を
尽
く
し
た
姿
は

一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
達
成
感

に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

企大洲城を背に駆け抜けろ l

10 

第10回大淵シ~:a.=アトライアスロン犬舎の鯖暴
高校生 中 で品主i" 生 ぅムムt_ー 生

部
6年生 5年生 4年生 3年生

女子 男子 駅 伝 女子 男子 駅 伝
女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子

門

第第 第第 第 第 第 第 第第 第第 第第 第 第 第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 成
312 1 1211 3 2 312 1 13 211 3 2 211 312 1 13 211 312 1 12 1 13 211 312 113 211 

績位位 位位 位 {立 位 位 位位 位位 位位 位 位 イ立 位位 イ立位 位位 位位 イ立位 位位 位位 位位 位位 位位 位位

西 松 高木 白神 宮難 J度松 井石 宮竹 上荒 福片 北井 二高 藤西 寺真 藤杉 藤小 西 j度福井 片影 北村 宮上 清小 山菊 歌三 か上 竹佐 中
と

氏田尾 橋山 井田 内波 辺岡 上本 内政 田井 岡岡 内上 宮橋 田本 内鍋 本本 測回 野辺 岡上 岡浦 内上 内田 家野 本池 門好 う田 本藤

香智 良智 宏健 雅寛 大亮
絵梨
真 ほ和 秀太 智彰 栄大 貫 姻

貴寛 紗希花
未恭 佑空 あ実 里 沙愛 航 真杏 み華日 優 大 名

1里の す ち
菜住 佳彦 生人 朔遵 之也 資介 翼 子 萌果 か馬 知郎 史 斗 久亮 光豪 互太 来輔 城太 か佳 緒慎 渉琳 希実 平諭 也奈 る央 隼介 河

市西予 松市山 需畠中 松雨川
山
松市山

イ戸
松市山
知高西
府大阪 大府阪 千葉県 大洲市 大洲市 大洲市 大洲市 町中山 大洲市 大分県 大洲市 洲大市 府大阪 洲市大 千葉県 洲市大 松市山

知晶 吉田
整空市 洲市大 洲大市 暫零街 空宮市 熊本県 松市山 洲市大 砥音町H主2市2 

住
口 方

県条市 目庁県 町 県町

56147 44 46 39 42 42 40 51148 44 43 38 36 27 27 25 30 27 26 26 25 28 26 26 27 26126 32 28128 27 26 33 28127 29 28 27 
タ

分分 分分 分 分 分 分 分分 分分 分分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分分 分 分分 分 分 分 分 分 分 分 分
イ

14156 17134 48 48 15 55 01 45 。。38 13105 34 。。 40 。。36 39 02 08 56 24 03 03 18102 19 56123 24 17 45 14137 29 39 40 ム秒秒 秒秒 秒 秒 秒 秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒 秒 秒 秒、秒 秒 秒 秒 聖書、秒 秒 秒 秒秒 秒 秒秒 幸弘、 秒 秒 秒秒 秒、 秒 秒

な
い
で
笑
顔
で
ゴ

l
ル
テ
1
プ
を
切
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8 

カ
ヌ

l
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
結
果

力ヌーツーリング駅伝大会結果

、、『

一

企みんな元気よくスター卜

指墜
死
し
た
+久
洲
闘
を
目
指
し

E
1

第
日
回
大
洲
市
カ
ヌ
1
ツ
ー
リ
ン

グ
駅
伝
大
会
が
、
8
月
辺
日
(
日
)
市

内
の
肱
川
流
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
今
年
よ
り
新
設
さ
れ
た

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
を
加
え
、
総
勢
必

チ
l
ム
2
4
3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
地
点
の
大
成
橋
上
流
河

原
か
ら
肱
南
地
区
水
門
ま
で
の

5
区

間
、
日・

3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
選
手

の
皆
さ
ん
は
、

水
面
を
気
持
ち
よ
く

漕
い
で
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
肱
川
の
状
態
は
、
昨
年

よ
り
も
水
の
流
れ
が
速
く
な
っ
て
い

ま
し
た
が
流
れ
を
う
ま
く
つ
か
ん
で

進
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
「
流
(
み
ず
)
の
会
A
」

第15回大洲市カヌーツーリング駅伝大会成績ー貰表
件3チーム :243名)

3主

主羊ラ
笠一一一一色

経験者部門 (6チーム :37名)
順位| チ ム
1| 流の

2| 清流広川
31 大洲力ヌ
4|  大 洲郵便局
5| 力ヤ
6| 流の

一般部門 (27チーム:151名)

力
-
二
力
一
ツ

が
経
験
者
の
部
で
堂
々
の
初
優
勝
、

「菅
田
2
0
0
4
O
U
T
L
A
W
(
ア

ウ
ト
ロ

l
)
」
が
一

般
の
部
で
四
連

覇
を
見
事
果
た
し
ま
し
た
。

カヤッタ姫君A

企あっ、パ ドルが-

企女性部門優勝 1

順位 チ ム名 。己録
宮田 2 0 0 4 o U T L A W 1 : 39 : 27 

2 M M P デザイナーズ 1 : 40 : 17 
3 C 0 u r s e o u 1 : 40 : 56 
4 仁一 て つ ち "¥t> ん 1 : 41 : 42 
5 水 中 め が ね 5 1 : 44 : 23 
6 。 A 1 : 44 : 24 
7 官 田 公 民 館 A 1 : 45 : 20 
B ち つ せ ん しー 11 1 : 45 : 31 
9 ア リ コ )[" 1 : 45 : 56 
10 71< 中 め t1' ね 3 1 : 46 : 05 
11 水 中 め 方 ね 2 1 : 47 : 00 
12 官 田 公 民 館 C 1 : 48 : 07 
13 しー て つ ち や ん 2 1 : 48 : 45 
14 /'i ド フ ズ 1 : 48 : 47 
15 M u d d V s 1 : 50 : 42 
16 水 中 め が ね 1 : 51 : 46 
17 久 米 水 軍 A 1 : 51 : 47 
18 久 米 水 軍 B 1 : 51 : 52 
19 ヒ Jレ な 下 ヒ Jレ 1 : 52 : 51 
20 五 寸 lま つ し 1 : 53 : 37 
21 官 巴 公 民 館 B 1 : 53 : 49 
22 裏 の 畑 1<:: お り ま す 1 : 55 : 26 
23 水 中 め 1J ね 4 1 : 57 : 04 
24 水 中 め t1' ね 6 2 : 04・08
25 ιー て つ ち や ん 3 2 : 05 : 11 
26 み か ん マ ス タ ズ 2 : 23 : 56 
失格 大洲力ヌ 同好主主 B
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2∞410月号応援おおず

大洲扇面の美展表彰

第

4
回
大
洲
扇
面
の
美
展
表
彰
式

が、

7
月
M
日
、
山
荘
画
廊
で
開
か

れ
ま
し
た
。

大
洲
市
内
は
も
と
よ
り
市
外
か
ら

も
多
数
の
作
品
が
応
募
さ
れ
、

一
般

の
部
で
は
1
0
1
人
、
少
年
の
部
で

は
お
人
か
ら
個
性
豊
か
な
作
品
が
会

場
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

入
賞
し
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。
戸
一
般
の
部
】

最

優

秀

賞
む

い

ち

小

倉

無

一

(

西

予

市

)

優

秀

賞

梶

原

八

千

代

(

津

島

町
)

大
洲
市
長
賞

菊

地

時

重

(

八

幡

浜

市
)

安
曇
川
町
長
賞

中

国

啓

子

(

大

洲

市

)

大
洲
商
工
会
議
所
会
頭
賞

兼
光
か
よ
子
(
東
広
島
市
)

特

別

賞

あ

た

け

阿

武

和

子

(

宇

和

島

市

)

山
荘
画
廊
賞

前
田
恵
美
子
(
宇
和
島
市
)

佳

作浜

田

隆

美

(

大

洲

市

)

竹

本

和

美

(

大

洲

市

)

小

西

啓

子

(

大

洲

市

)

古
藤
ヨ
リ
子
(
大
洲
市
)

松

岡

喜

代

香

(

大

洲
市
)

ほ
か
同
人

【
少
年
の
部
】

最

優

秀

賞
さ

き

と

奥
田
楓
希
人
(
白
滝
小
2
年
)

優

秀

賞
と
も
あ
き

谷
川

智
亮
(
喜
多
小
2
年
)

大
洲
市
長
賞せい
や

片
岡
誠
也
(
喜
多
小
2
年
)

安
曇
川
町
長
賞りん

別

宮

濠

(

白

滝

小

4
年
)

大
洲
商
工
会
議
所
会
頭
賞

北

岡

祐

子
(
大
洲
北
中
2
年
)

土

土

危

「
沖
村
菜
千
(
大
洲
北
中
2
年
)

ゆ

い

こ

谷
川
由
以
子
(
喜
多
小
6
年
)

あ
ゆ
か

高
石
歩
花
(
白
滝
小
4
年
)

あ
お
い

上
回

葵
(
白
滝
小
4
年
)

凶以凶~í

~~ 
Eコ:
寸E22'

f隼活の申の危隙j

~21 世紀の子供たちと地球のために
お母さんができること』

どうしでもあなたに伝えたいことがあります。

便利さの代償として、 多くのものを失っているこ

とを。ちょっと気をつけるだけで、家族の健康を守

れることを。無関心であることは、とても怖いとい

うことを。
しっしん

無添加のせっけんを使うとアトピーや湿疹が治っ

た経験はありませんか? I合成洗剤を使っても
困った経験がなかったから」と感じている人いませ

んか? かしこい消費者は、本当のことを知る必要

があります。

ぜひこの機会に学んでみませんか?

みつのり

師:森田光徳氏(シャボン玉石けん側社長)

時:10月24日日) 午後3時~午後4時30分
所:大洲市総合福祉センター

4階多目的ホール

入場料 :無料

※ 1階ロビーにて大型テレビにて同時放送します。

託児を承りますので事前予約をお願いします。

お子様といっしょにどうぞ。

講

日

場

12 

催/グリーンコンシューマーおおす、

援/大洲市・大洲市教育委員会・大洲保健所・

社団法人喜多医師会 ・社団法人大洲青年会

議所

主

後

地
震
国
日
本

・
・
・

地
震
は
、
い

つ
・
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん。

一
瞬
に
し
て
起
こ
る
地
震
に
備

え
て
、
定
期
的
に
家
族
そ
ろ
っ
て
地

震
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
万

一

の
場
合
の
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

地
震
で

一
番
恐
ろ
し

い
の
は
火
災
で
す
。

『
グ
ラ
っ
と
き
た
ら
火
の
始
末
!
』

が
地
震
防
災
の
大
原
則
で
す
。

-
「
火
を
消
せ
!
」
と
大
声
を
出
す
0

・
地
震
が
起
き
た
ら
、
家
族
み
ん
な

が
「
火
を
消
せ
」
と
声
を
出
す
。
(
そ

の
習
慣
を
つ
け
て
お
く
よ
う
に
す

る
。
)

・
そ
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
、
大

揺
れ
が
し
ず
ま
っ
た
ら
「
火
の
始

末
」
の
行
動
を
開
始
す
る
。

-
出
火
な
ど
の
安
全
の
確
認
を
す
る
。

.
火
の
元
を
全
て
点
検
す
る
。

-
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ガ
ス
漏
れ
は
な

い
か
入
念
に
確
認
す
る
。

・
ガ
ス
漏
れ
を
用
心
し
て
、
安
全
が

確
認
で
き
る
ま
で
た
ば
こ
な
ど
火

を
使
わ
な
い
。

-
近
隣
へ
の
協
力

・
も
し
、
出
火
が
あ
れ
ば
消
火
に
か

け
つ
け
る
。

・
1
1

9
番
通
報
も
忘
れ
ず
に
行

v

つどフ
ち
、
対
先
か
H
H

報
出
と
消
火

-
幼
児
が
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
は
、
大
け
が
を
し
て

い
る
人
が
い
る
。
一
方
、
火
事
に

気
付
い
た
。
火
事
!
こ
ん
な
と
き

は
、
救
出
救
護
よ
り
消
火
を
優
先

す
る
。

・
大
声
で
近
所
な
ど
に
知
ら
せ
て
応

援
を
求
め
な
が
ら
消
火
に
あ
た
る
。



2∞410月号応報ああ・ず

障
害
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

障
害
者
割
引
制
度
(
有
料
道

路
通
行
料
金
)
の
手
続
変
更

に
つ
い
て

改
正
の
微
要

1

6

月

1
日
か
ら
割
引
証
(
チ

ケ
ッ
ト
)
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
替
わ
っ
て
、
新
た
に
割
引

の
有
効
期
限
を
記
載
し
て
あ
る
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
(
以

下
「
手
帳
」
と
い
い
ま
す
。
)
を
料

金
所
で
提
示
す
る
だ
け
で
割
引
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
2

E

T

C
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
時

に
お
け
る
割
引
も
同
時
に
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

有料道路の通行料金割引制度

手
続
き
場
所

高
齢
福
祉
課
(
市
役
所

1
階
)

※
必
要
書
類
な
ど
を
事
前
に
準
備

し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法
や
必
要
書
類
な

ど
に
つ
い
て

av
手
帳
の
提
示
の
み
に
よ
り
割
引
を

受
け
る
た
め
の
手
続
き
に
は
、
次
の

①

1
④
が
必
要
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳

②
登
録
を
希
望
す
る
自
動
車
の
自
動

車
検
査
証
(
車
検
証
)

③
運
転
免
許
証

④
現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
割
引
証

(
チ
ケ
ッ
ト
)
の
残
り

・ETC
を
利
用
し
て
割
引
を
受
け

る
た
め
の
手
続
き
に
は
、
手
帳
の

提
示
の
み
に
よ

っ
て
割
引
を
受
け

る
場
合
の
必
要
書
類
(
前
記
①

1

④
)
の
ほ
か
、
次
の
⑤
・
⑥
が
必

要
で
す
。

⑤

E
T
C
カ

l
ド
(
原
則
と
し
て
障

害
者
本
人
名
義
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
)

⑥
登
録
を
希
望
す
る
自
動
車
に
設
置

し
た
車
載
器
の
「

E
T
C
車
載
器

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書
」

割
引
の
対
象
範
囲

ア
障
害
者
割
引
の
対
象
者
、
対
象

と
な
る
自
動
車
は
次
の
よ
う
な
場

合
で
す
。

・
身
体
障
害
者
が
自
ら
自
動
車
を

運
転
す
る
場
合

・
重
度
の
身
体
障
害
者
ま
た
は
重

度
の
知
的
障
害
者
が
乗
車
し
、

そ
の
移
動
の
た
め
に
本
人
以
外

の
人
が
自
動
車
を
運
転
す
る
場

ムロ

イ
割
引
を
受
け
る
た
め
に
登
録
で

き
る
の
は
、
対
象
障
害
者
l
人
に

つ
き

1
台
の
み
で
す
。

人手続きは
市役所で!/

ウ
車
種
要
件
な
ど
に
よ
り
、
登
録

で
き
な
い
自
動
車
が
あ
り
ま
す
。

※
登
録
で
き
な
い
自
動
車
と
は
、
た

と
え
ば
、
法
人
所
有
車
両
、
レ
ン

タ
カ
ー、

タ
ク
シ
ー
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
、
車
検
中
の
代
車
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
障
害
福
祉
係

8
@

2
1
1
1
(内
線

1
7
8
)

を2ゐ怠夕、w守恒治虫
.突然、最終通知書というハガキが届いた

何らかの名簿をもとに不特定多数の人に送り付け、金をだまし取ろうとする

架空請求の手口です。

.このようなハガキがきたら

・こち らから連絡をせず無視すること。(連絡すると相手に個人情報を知られ

てしまいます。)

・身に覚えのないものは、 一切支払わないこと。

・これらの手口で、実際に業者が取り立てに来たり、裁判を起こされたり、給

与を差し押さえられた事例はありません。

・このような業者からのハガキの現物を、 愛媛県生活センターホームページで

公表しています。

愛媛県生活センターホームページ

http://www.pref.ehime.jp/ecc/index.htm 

[消費生活に関する相談窓口]

商工観光課商工観光第2係

八幡浜地方局くらしの窓口

貴殿がご利用された電子通信

料金が未納ですので至急ご連絡

裁判手続文

は給与差押の強制執行させてい

ただきます。

最終通知書

連絡なき場合は、

ください。

090-..•. 連絡先

包 24-2111 (内線355)

30894-24-3700 

00債権回収センター

こういったハガキや封書が

多数郵送されています。
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の見どころ

「
よ
み
が
え
る
大
洲
城
」

の
見
ど
こ
ろ

「よみがえる大洲城J

加
藤
家
秘
磁
の

末
洲
蹴
絵
図
公
開
中
!

し
く
描
か
れ
た
絵
図
、
江
戸
時
代
初

期
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
大
洲
城

絵
図
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に
元
禄

5
年
に
描
か
れ
た
大
洲
城
絵
図
と
は

大
洲
城
の
建
物
の
配
置
な
ど
異
な

っ

た
絵
図
も
あ
り
、
江
戸
初
期
の
大
洲

城
の
状
況
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

旧
大
洲
城
主
加
藤
家
に
代
々
伝
来

し
た
大
洲
城
絵
図
を
多
数
公
開
し
て

い
ま
す
。
絵
図
の
中
に
は
城
内
の
建

物
の
配
置
や
屋
敷
の
部
屋
割
な
ど
詳

おんじようちゅうおんやかたならびにちわりす

企御城中御屋形井地割図

脇
腹
家
の
資
料
が

京
洲
で
初
公
開
1

加藤家蔵

9
月
1
日
よ
り

「よ
み
が
え
る
大

洲
城
」

を
博
物
館
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
特
に
今
回
は
大
洲
で
初
め
て
、

脇
坂
家
の
資
料
を
公
開
し
て

い
ま

す
。
脇
坂
家
は
、
安
治
、
安
元
親
子

2
代
に
わ
た

っ
て
8
年
間
城
主
と

い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
大
洲
に

お
け
る
近
世
大
名
権
力
の
確
立
を

行
う
な
ど
重
要
な
政
策
を
行

っ
た

大
名
で
す
。

今
回
は
、
脇
坂
家
伝
来
の
資
料
と

し
て

8
点
の
資
料
を
公
開
し
て
い
ま

い
よ
ざ
ね
は
だ
い
と

す
。
そ
の
中
で
も
特
に
伊
予
札
練
糸

げ
さ
ん
く
れ
な
い
い
と
お
ど
し
ど
う
ま
る
ぐ
そ
く

下
散
紅
糸
威
胴
丸
具
足
は
、
脇
坂

安
治
が
豊
臣
秀
吉
か
ら
拝
領
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
具
足
で
す
。
兜
は
頭
形

と
う
か
ん
む
り
た
ち
え
い

の
鉢
に
唐
冠
と
立
綾
を
付
け
た
変
わ

げ

さ

ん

す

そ

り
兜
で
、
胴
の
胸
板
や
下
散
の
裾

い

た

こ

で

す

ね

あ

て

き

ん

ま

き

え

板
、
龍
手
、
臨
当
な
ど
に
は
金
蒔
絵

わ
ち
が
い

で
脇
坂
家
の
家
紋
で
あ
る
輪
違
や

菊
、
桐
、
結
梗
、
宝
輸
を
配
す
る
な

ど
華
や
か
な
桃
山
時
代
を
う
か
が
う

こ
と
の
で
き
る
具
足
で
す
。
ま
た
、

し
ず
が
た
け

安
治
が
賎
ヶ
岳
で
使
用
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
十
文
字
槍
も
公
開
し
て
い
ま

す
。今
回
の
展
示
を
逃
す
と
、
大
洲
で

は
二
度
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
お

誘
い
合
せ
の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期

間

現
在

1
叩
月
白
日
(
日
)

*
脇
坂
家
資
料
の
展
示
は
、

叩
月
口

日
(
日
)
ま
で
で
す
。

時

間午
前
9
時

1
午
後
4
時
加
分

場

所大
洲
市
立
博
物
館
4
階
展
示
室

休
館
日
月
曜
日
・
祝
祭
日
(
月
曜
日
が
重

な
る
場
合
は
翌
日
)

入
館
料

無
料

い よざねはだいとげさんくれないいとおどしどうまるぐそく

企伊予札標糸下散紅糸威胴丸具足

龍野神社奉賛会蔵

計量器の定期検査日程

14 

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
す
る

「は
か
り
」
に
は
、

2
年
に

1
度
の

定
期
検
査
が
計
量
法
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
査
合
格
シ
ー

ル
の
な
い
「
は
か
り
」
は
原
則
と
し

て
商
取
引
な
ど
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ

チ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
ど
を
家
庭
内
で
使

用
し
て
い
る
場
合
は
、
検
査
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

月 日 時 問 場 所

10:30~12:00 菅団連絡所
11月8日

13:30~15:0。 新谷連絡所

10:30~12:0。 八 多 喜 連 絡所
11月9日

13:30~15 : 0。 上 須戒 連 絡 所

11月10日 10:00~14:30 大洲 市 民会館

11月11日 10:00~14:30 大洲市総合
福祉セ ンタ ー

いずれの会場でも受検できますので必ず受検してください。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
第
2
係

宮

@
2
1
1
1

(内
線

3
5
5
)

愛
媛
県
計
量
検
定
所

8
0
8
9
・9
4
7
・4
0
0
1



2C沿410月号応額おおず

お知らせ

〈大効1'1警察署からのお知らぜう

南
予
地
区
勤
労
者
介
護
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

高
齢
化
が
進
行
し
、
勤
労
者
が
家

族
を
介
護
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
勤
労
者
と
そ
の
家
族
が
、

介
護
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
と

技
術
を
習
得
し
、
介
護
者
自
身
の
健

康
管
理
も
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。

日

時日
月
6
日
(
土
)

午
前
日
時

i
午
後
4
時

会

場大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(10月 11日から 10月20日)

警察では、地域の皆さんと一体となって安全で住み

よい地域社会をつくるため、全国一斉に犯罪や事故・

無 50
料人

定

員
参
加
費

内

容

①

健

康

講

座

テ

l
マ
「
家
族
介

護
と
介
護
者
の
健
康
管
理
」

②

介

護

教

室

基

本

的
介
護
技
術

の
実
技
講
習

③
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー

主

催大
洲
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
・

愛
媛
県
勤
労
者
福
祉
協
議
会

後

援

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

災害を未然に防止する[地域安全運動Jを展開します。

自分自身で身を守るとい防犯の基本的な心構えは、

う強い意志と姿勢です。

最近大洲警察署管内では、車上ねらいや空き巣の被害

が多発しています。日頃から、家や車の鍵は必ずかける、

貴重品は身につけるなどの防犯に心掛けください。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
勤
労
者
福
祉
協
議
会

8
0
8
9
・9
4
6
・2
2
9
6

F
A
X
0
8
9
・9
4
7
・5
6
1
6

10月 12日から 10

月 20日までの問、

アクトピア大洲庖5

階特設コーナーにお

いて、子供たちが趣

します。

ぜひお立ち寄りく

防犯ポスターを展示

向を凝らし作成した

ださい。

あ

わ

で

こ

は

こ

ま

わ

「
阿
波
木
偶
箱
廻
し
を
復
活
す
る
会
」
を

訪
ね
て
付
(
現
地
研
修
会
よ
り
)

大
洲
市
人
権
・
同
和
教
育
講
師
団

に
よ
る
現
地
研
修
会
が

8
月
初
日
、

徳
島
市
国
府
町
に
あ
る
「
む
つ
み
会

館
分
館
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

.A.復活する会の皆さんとともに

現
地
で
は
、
箱
廻
し
の
実
演
や
復

活
す
る
会
の
辻
本

一
英
さ
ん
の
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
下

概
要
を
述
べ
て
み
ま
す
いぽい

徳
島
県
独
特
の
人
形
芝
居
箱
廻
し

は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て

隆
盛
を
極
め
、
大
衆
芸
能
と
し
て
人

気
を
博
し
ま
し
た
。

箱
廻
し
に
は
、
屋
外
に
舞
台
を
組

ん
で
演

J
喝
、
の
と
、
正
月
や
収
穫

後
に
、
「
門
付
け
」
と
い
っ
て
民
家

の
庭
先
で
演
じ
た
り
、
慶
事
の
際
に

座
敷
で
演
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

じ

よ

う

る

り

門
付
け
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の

一

で

こ

こ

う

じ

よ

う

種
で
、
数
本
の
木
偶
の
操
作
と
口
上

を
す
べ
て
、

一
人
で
行
う
の
が
特
徴

で
す
。
木
偶
な
ど

一
式
を
木
箱
に
入

れ
、
各
家
庭
を
訪
問
し
た
こ
と
か
ら
、

木
偶
箱
廻
し
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

木
偶
箱
廻
し
は
、
徳
島
県
内
は
も

と
よ
り
、
香
川
や
愛
媛
県
方
面
へ
正

月
の
祝
福
芸
と
し
て
出
か
け
ま
し
た
。

大
洲
地
方
を
は
じ
め
と
す
る
農
山

村
で
は
、
春
神
楽
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

激
の
実
り
を
予
祝
す
る
「
の
ば
せ

藁
」
な
ど
の
神
事
を
行
い
ま
し
た
。

明
治
初
年
に
は
、
箱
廻
し
芸
人
の

数
も
二
百
人
を
超
え
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
政
府
は
、
治
安
対
策
と
文

明
開
化
な
ど
の
理
由
か
ら
、
明
治
6

ま
ん
ざ
い

年
取
り
締
り
を
強
化
、
同
9
年
万
歳

や
獅
子
舞
等
を
禁
止
す
る
な
ど
、
芸

能
に
統
制
を
加
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
免
許
鑑
札
を
取
得
で

き
な
い
門
付
け
芸
は
、
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
厳
し
い
取
り
締
り
の
中

に
あ
っ
て
も
、
近
代
を
た
く
ま
し
く

生
き
延
び
た
門
付
け
芸
も
あ
り
ま
し

た
が
、
昭
和
の
初
め
頃
に
は
、
そ
の

多
く
が
、
廃
業
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。残
っ
て
い
た
木
偶
箱
廻
し
も
、
昭

和
お
年
頃
に
は
、
生
活
様
式
や
娯
楽

対
象
の
変
化
に
よ
り
、
次
々
と
姿
を

消
し
て
い
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
徳
島
県
西
部
で
は
、

正
月
や
建
前
な
ど
で
神
事
と
し
て

家
々
を
回
り
、

祝
福
芸
を
演
じ
る
な

ど
で
、
木
偶
箱
廻
し
は
細
々
と
残
っ

て
い
た
の
で
す
。
(
次
号
へ
続
く
)

15 



2∞410月号庖輯おおず

連載シリーズ

にんにちは!知事で列

の傍聴者募集
愛媛県では、知事が地域に出かけ、地域住民

と気軽に意見交換を行い、地域の意見や要望を

把握し、可能なものから県政に反映させていく

ため、「こんにちは!知事ですJを開催します。

今回は、県政の最重要課題である 「愛と心の

ネットワーク」 づくりについて、知事が地域の

皆さんにお話しします。

傍聴する人を下記のとおり募集していますの

で、ぜひご参加ください。

おおずの女性セシリーズ * 
* 
* 

* * * * 4町* 市町

ノ久
7 

* * 4町* 

輝、、* 
* 

* 
* 

VOL.26 て* 
* 

* 
* 
* 
* 

男女共同参両社会をめざして

大洲市女性団体連絡協議会・おおず女性塾は、大洲市における女

性の自主的活動や男女共同参画社会の実現のため、「男女共同参画社

会づくりセミナ-Jを開催します。
男性も女性も多数ご参加ください。

* 
唱町

4町

* 

10月31日(日)午後l時~午後3時

八幡浜地方局 大会議室

50人

郵便、 FAX、電子メールで住所、

氏名、電話番号を記入し、申し込

んでください。

申込期限 10月22日(金)

申し込み・問い合わせ先

干 796-0048 八幡浜市北浜 1-3-37

八幡浜地方局総務調整課

ft 0894 -22 -4111 (内線 209)

日時

会場

定員

申込方法

* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 

11月8日(月) 午後 l時 30分~
大洲市役所2階大ホール

羽成幸子先生(主婦、エッセイスト)

「介護にみる男と女のあり方j

時

場

師

題

講師プロフィール

カウンセラ一、ヘルパー養成所

講師、ボランティア研修講師。

祖父、祖母、実父、実母、姑の

5人の介護体験をもとに、介護す

る側、される側の心のあり方をユ

ニークな発想と介護哲学でわかり

やすく講演。

年代を問わず、多くの人々の支

持を得て、 “在宅介護の達人" と呼ばれる。

日

会

講

演

※ 

* 
* 

* 
* 

* 

* 
* 
* 
4町

* 
* 
* 
* 
* 

* 
* 

* 
4町

FAX 0894 -22 -0900 

E-mail: yaw-somucyosei@pref.ehime.jp 

* 
* 

著書『介護の達人 家庭介護がだんぜん楽になる 35の法則』

大洲市企画情報課男女共同参画係

324 -2111 (内線 371)

※ * 
* 

* 
* 

4町

* 
* 

藤
樹
は
四
十

一
歳
の
若
さ
で
こ
の

世
を
去
り
ま
し
た
が
、
そ
の
臨
終
の

と
き
の
話
が
二
つ
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す。

ぜ
ん
そ
く

藤
樹
に
は
哨
息
の
持
病
が
あ
り
ま

し
た
。
時
患
の
発
作
が
起
こ
る
と
、

枕
を
い
く
つ
も
積
ん
で
高
く
し
、
そ

れ
に
も
た
れ
て
つ
ら
さ
に
耐
え
る
の

が
常
で
し
た
。
そ
し
て
、
よ
く
な
っ

て
く
る
に
し
た
が
っ
て
、
枕
を

一
つ

ず
つ
へ
ら
し
て
低
く
し
ま
し
た
。

そ
の
朝
も
、
枕
を
た
か
く
し
て
苦

し
い
の
を
が
ま
ん
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
、
母
親
が
入
っ
て

き
て
「
今
朝
は
ど
う
で
す
か
」

と
た
ず
ね
ま
し
た
。
藤
樹
は
、
枕
を

一
っ
と
り
は
ず
し
て

「今
日
は
、
少
し
よ
い
よ
う
で
す
」

と
答
え
た
の
で
、
母
は
喜
ん
で

「
そ
れ
は
よ
か
っ
た
」

と
言
っ
て
部
屋
を
出
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く

藤
樹
は
、
息
を
ひ
き
と
っ
た
そ
う
で

す。
こ
の
話
は
、
死
の
間
際
ま
で
母
親

に
心
配
を
か
け
ま
い
と
す
る
、
藤
樹

の
心
づ
か
い
(
孝
心
)
と
し
て
、
語

り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

さ
で
も
う

一
つ
の
話
で
す
。

話
は
、
ち
ょ
っ
と
深
刻
で
す
。

藤
欄
先
生
位
尊
ぶ

(43) 

伝
え
ら
れ
る
話
(
口
碑
伝
説
)
⑩

臨
終
の
と
き

* * * * * * 
世骨* * * * * * * * * * * * * * 

こ
の

病
が
重
く
な
り
、
い
よ
い
よ
最
期

だ
と
覚
悟
を
決
め
た
と
き
、
藤
樹
は

病
室
か
ら
婦
人
や
こ
ど
も
た
ち
を
去

ら
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
残
っ
た
ご

も
ん
じ
ん

く
少
数
の
門
人
た
ち
を
枕
も
と
に
呼

ん
で
言
い
ま
し
た
。

「
誰
か
こ
れ
あ
り
や
、
誰
か
こ
れ
あ

り
や
、
あ
あ
な
し
(
こ
の
道
に
任
ず

る
者
、
誰
か
い
よ
う
か
、
あ
あ
い
な

い
こそ
う
言
っ
て
息
が
絶
え
た
そ
う
で

す。
こ
の
話
に
つ
い
て
「
藤
樹
先
生
事

情
」
に
は
「
先
生
平
日
、
道
に
任
ず

る
の
重
き
、
臨
終
の
時
と
い
へ
ど
も
、

も
つ

う
れ
い

な
お
道
の
伝
は
ら
ざ
る
を
以
て
憂
と

な

か

く

ご

と

為
す
こ
と
此
の
如
く
」
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
藤
樹
の
責
任
感

の
強
さ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
、
門
人

た
ち
の
作
り
話
だ
ろ
う
と
言
う
人
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、

一
方
で
は
、
こ
の
臨
終
の

こ
と
ば
は
「
藤
樹
が
生
涯
を
か
け
て

苦
心
の
末
に
到
達
し
た
真
の
学
問

を
、
受
け
継
ぎ
伝
え
る
門
人
が
み
つ

か
ら
ず
将
来
を
憂
い
た
の
だ
」
と
い

う
人
も
あ
り
ま
す
。

学
問
に
厳
し
か
っ
た
藤
樹
の
孤
独

の
姿
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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町並1専の自主企画イベント「和楽器のタベ~町並みに流れる澄
んだ音色に耳を澄まして~J が開催されました。第 2 回目となる
会回は、大阪で活躍中の折本慶太(内子町出身)さんが尺八、三
日未線、十七絃芯どを演奏しました。赤煉瓦館は、昼間の暑さを癒
すような和楽器の音色に包まれていました。

17 

白らの手で犯罪を防ごうと大洲商后会連合会が中/[jlとなり、大

洲安全パトロ ル隊が結成されました。肱南 ・肱北地区の商庖王

が主な隊員として、車上狙いやイベント開催のときの巡回や警戒

を行い、より安全なまちづくりに努めています。

二~
大洲の秋の風物詩、いちたき初煮会が如法寺河原で開催されま
した。大鍋で煮込まれた 1，500人分のい乞たきが来場者に無料で
振舞われました。開会式の直前ににわか雨が降り、足元の悪いな
か訪れた皆さんは、その日未に舌鼓を打っていました。

F司
向

Iill・町一ヌ
爾の力走

ゐ弘
大洲高校陸上競技部が、島根県出雲市で聞かれた第57回全国高等学校
総合体育大会陸上競妓 400mリレ (4 x 100m)に出場しました。台
風10号の到来により、大雨が降りしきる中のレースと怠りました。後半
ではすばらしい追い込みをみぜましたが、力及ぱず43秒26と予選落ちと

なりました。まだ、個人種目200mに力石選手が出場し、健闘しました。
(写真左から岡本、奥野、藤田、力石選手)

t‘ 
(;ij ;， 

(¥ . "//1 ・五F 軒 t 

T バ 僧f / . /， 
a色-.-1~ハI

大洲少年空手教室の生徒と交通安全母の会が、まちの駅あさち

ゃで受通安全を呼びかけました。最初に少年たちが空手の基本動

作を披露した後、啓発用ピラを片手に観光に訪れた皆さんヘ受通

安全を呼びかけました。

JロロetGC
1，11 '口nc-'門

L ・・・1r..Æ苛U:ttli切l._l-J~- -/IIIfト皿 E ーーー I

7月17日から開催の「少年・松本零士展」の入場者数が、この

日の午後3時50分に 1万人に達しました。 1万人目の入場者と

なったのは、松山市の野々下奈緒さん(中学3年生)でした。記

念品として松本零士氏の直筆サイン入りポスターを実行委員会よ

り贈呈されました。



2∞410月号応穏ああず

くらしの情報

保健センタ-fi23-0310

し¥き豹し¥三三三t.o
¥jノ;¥."¥.v 

あなたの健康を

サポートします

m
月
の
奮
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

【乳
幼
児
健
康
診
査
】

o
m月
5
日
(
火
)
平
成
凶
年
5
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

om月
凶
日
(
火
)
平
成
同
年
3
月
生
ま
れ

O
叩
月
M
m
B
(火
)
平
成
日
年
9
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
1
時
1
午
後
1
時

ω分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

om月
ロ
日
(
火
)
平
成
時
年
ロ
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
前
9
時

1
午
前
9
時

ω分

持
参
口
問

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
栄
養
相
談
】
予
約
制

O
叩
丹
羽
田
(
金
)

置当:墨Ekb主I'!il#tJ i:.lII 

10月10日(日) さわい小児科医院 (中村)
ft 24一7530

辻内科医院 (長浜)

ft 52一0174

10 月 3 日(日)中村皮71~クリ ニック(新 谷)

ft 25一 1112

10月11日(月)亀井小児科 (東大洲)
ft 24 -3757 

相
談
時
間

午
前
日
時

1
正
午

午
後
1
時

1
午
後

3
時

健
康
手
帳

持
参
品

生
活
習
慣
病
予
防
検
診
・
が
ん
検
診

女
生
活
習
慣
病
、
胃
・
大
腸

・
肺
が
ん
検
診

O
新

谷

連

絡

所

叩

月

4
日
(
月
)
、
叩

月
5
日
(
火
)
、
山
月

6
日
(
水
)

※
C
型
・

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

料
金

8
0
0
円
(
初
歳
以
上
無
料
)

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
者

7
v

ハH
u

p

h

υ

n

u

v

F

hυ

ハH
V

F
h
d

ハH
u

v
J

4
‘

A
官

民

υ

に
υ

ρ
o

n

b

ヮ，

歳
の
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人

イ
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
剖
歳
以
上
の
人

ア
・
イ
の
希
望
者
を
対
象
に
平
成
同

年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

料

金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。

安
婦
人
が
ん
検
診

O
二
一善
連

絡

所

印

月

1
日
(
金
)

O
八
多
喜
連
絡
所
叩
月

6
日
(
水
)

O
菅
団
連
絡
所
叩
月
日
日
(
火
)
、
印

月
初
日
(
水
)

O
保
健
セ
ン
タ
ー

叩

月

何

日
(
月
)
、

印
月
初
日
(
火
)

※
今
年
度
か
ら
、
子
宮
ガ
ン
検
診
、
乳

が
ん
検
診
の
対
象
者
を
変
更
し
ま
し
た
。

ア
子
宮
ガ
ン
は
、
初
歳
以
上

イ

乳

が

ん

検

診

の

マ

ン

モ

グ

ラ

フ
ィ

l
は
、
羽
歳
以
上

10月17日(日)池田医院 (東大洲)
包 24-3100 

10月24日(日) 清家産婦人科医院(東大洲)
ft 24 -6868 

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

10月31日(日)泉 内 科 (東大洲)

ft 24 -6407 

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。

大
淵
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日
午
前
日
時

1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火
曜
日
午
後
l
時

1
午
後
3
時

【精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

午

後
l
時

1
午
後

3
時

【
H
T
L
V
1
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月

1
金
曜
日

午
前

9
時

1
午
後
4
時
叩
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日
午
後
4
時

1
午
後

5
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第
4
木
曜
日
午
前
叩
時

1
午
後

4
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水
曜
日

午
後
O
時
却
分

1
午
後
1
時
叩
分

対
象

就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
ら
せ

山
月
の
献
血
実
施
日
・
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

包
③

0
3
1
0

市立大洲病院 (西大洲)

ft 24 -21引

加戸病院 (若宮)

ft 24 -5101 

大洲中央病院 (東大洲)

ft 24 -4551 

大洲記念病院 (徳森)

ft 25 -2022 

月・火曜日

日

日

金~日曜日

暖

曜

7)く

木

内委E

回者受
624，AAE U 

--_. 
‘" 

川
月
生
涯
学
習
講
座

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲

・
新
谷
旧
記
」

講
師
芳
我
一
章
先
生

期
日
叩
月
幻
日
(
水
)

時
間
午
前
9
時
叩
分
1
午
前
日
時
却
分

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

m月
の
新
着
図
書
案
内

報
道
の
自
由
が
危
な
い
飯
室
勝
彦
著

毅

然

と

し

て

生

き

る

森

友

幸

照

著

西
国
三
十
三
カ
所
物
語
溝
縁
ひ
ろ
し
著

韓
国
ベ
ス
ト
ガ
イ
ド
明
成
美
堂
出
版

「
安
徳
じ
ゃ
が
浮
か
び
た
い
」細
川
幹
夫
著

生
命
保
険
は
こ
う
し
て
選
び
な
さ
い

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

ク

レ

ー

ム

応

対

文

書

清

水

保

著

小
さ
な
会
社
の
税
金
と
節
税
が
わ
か
る

本

成

美
堂
出
版

印
分
で
わ
か
る
株
の
ツ
ボ
山
本
伸
ほ
か
著

公

共

事

業

必

要

論

森

田

実

著

木
を
見
る
西
洋
人
森
を
見
る
東
洋
人

リ
チ
ャ

l
ド

・
E
・
ニ

ス
ベ
ッ
ト
著

国
際
マ
ナ
!
の
ル

l
ル
ブ
ッ
ク杉
田
明
子
著

噌
好
品
の
文
化
人
類
学
iた
カ
だ
ま
さ
と
し

高
田
公
理
ほ
か
編

自
然
の
仕
事
に
就
こ
う

M

山
と
渓
谷
社

ど
う
し
て
人
類
、
だ
け
が
太
る
の
?

橋
本
浩
明
著

家

庭

医

学

事

典

新

星

出

版

社

環

境

白

書

平

成

同

年

版

環

境

省

編

「
天
の
恵
」
騒
動
記

小
林
千
枝
子
著

花

の

オ

ン

ナ

道

倉

田

真

由

美

著

ア
リ
ス
の
丘
の
お
菓
子
物
語
森

村

桂

著

元
気
が
出
る
ね
ば
ね
ば
パ
ワ

l
レ
シ
ピ

18 

福
田
芳
子
著

Q
&
A
で
わ
か
る
ペ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル

解

決

法

矢

花

公

平

・

浅

野

明

子

著

実
用
洗
車
マ
ニ
ュ
ア
ル
成
美
堂
出
版

図
解
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
大
事
典結
掛
し
げ
雛
著

落

語

の

種

あ

か

し

中

込

重

明

著

名
句
も
か
な
わ
な
い
子
ど
も
俳
句
川
選

あ
ら
き
み
ほ
編
者

桓

武

天

皇

三

田

誠

広

著

花

籍

の

櫛

津

田

ふ

じ

子

著

思
い
わ
ず
ら
う
こ
と
な
く
愉
し
く
生
き

よ

江

園

香

織

著

見
え
な
い
ド
ア
と
鶴
の
空
白
石
一
文
著

同
記
F
白
ロ
仏
母
可
(
は
つ
亦
山
)

よ
し
も
と
ば
な
な
箸

シ
l
ボ

ル

ト

の

限

ね

じ

め

正

一
著

僕

の

双

子

の

妹

た

ち

白

石

公

子

著

ト
リ
ア
ン
グ
ル

糠

Z
拐
摺
著

ア

フ

リ

カ

の

瞳

帯

木

蓬

生

著

ら
く
さ
ぶ
ろ
う
の
一
生
道
楽

ら
く
さ
ぶ
ろ
う
著

四
日
間
の
不
思
議

A
-
A
・
ミ
ル
ン
著

結
婚
入
門

A
-
T
・
フ
レ
ミ
ン
グ
著

ボ
リ
プ
ル

M
・
D
-
ラ
ラ
ベ
ツ
テ
ィ
著

夜
明
け
の
風

R
・
サ
ト
ク
リ
フ
著

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト

G
・
ラ
イ
ラ
著

最
悪
な
こ
と
リ
ス
ト

T
・
ヘ
イ
デ
ン
著

愛媛新聞社

内
戦
の
傷
跡
を
残
す
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
エ
ゴ
ビ
ナ
で
若
者
た
ち
の
教
育
活

動
に
奔
走
し
、
お
歳
で
事
故
死
し
た
青

年

・
安
井
伸
。
自
ら
の
信
念
に
忠
実
に

時
代
を
駆
け
抜
け
た
、
こ
の
松
山
出
身

の
青
年
の
足
跡
を
振
り
返
る
。

「
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
J

F

新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
」

〔
休
館
日
〕

毎
週
月
曜
日
・

叩
月
ロ
日
-

m日



2α)4 10月号応鰻ああず

くらしの橋報

国鉄工所

ft 24 -4122 
々 木 鉄 工

ft 26一0875

設備

ft 25 -4684 
水道庖

ft 24 -4410 

水道住設

ft 23 -2352 
水道庖

ft 26一0265

田興産

包 25-2197 
道工事庖

ft 24 -2583 

水道設備

公 26-0020 
屋住設

ft 24 -2541 

工業 (株)

包 24-3141 
鉄工所

ft 25一0300

和開発

ft 25 -3776 
道工 事 庖

ft 24 -3656 

設備

公 25-4684 
(有)菊地浄化槽センター

ft 24一0013

電 業社

ft 25 -2944 
鉄工所

ft 26ー 0537

回興産

ft 25 -2197 
々木鉄工

ft 26 -0875 

水道設備

ft 26一0020
水道庖

ft 24 -4410 

新
築

・
取
り
壊
し
家
屋
の
調
査

平
成
同
年
中
に
新
築
ま
た
は
増
築
お

よ
び
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

-
対
象
と
な
る
家
屋

平
成
同
年

1
月

2
日
以
降
に
新
築
・

増
築
さ
れ
た
家
屋
お
よ
び
取
り
壊
さ
れ

た
家
屋

A
V
調
査
期
間

平
成
同
年
印
月
初
旬
か
ら

平
成
げ
年

1
月
下
旬
ま
で

取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
は
、
調
査
漏
れ

に
よ
り
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
す
る
場

合
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

-
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
で
取
り
壊
し

後
「
滅
失
登
記
」
を
さ
れ
て
い
な
い

場
合

2
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

宮
⑫

2
1
1
1

(内
線

1
2
6
)

被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

水道業者の

緊急漏水当吾妻

神

佐

情)

(有)

10月2日(土)

愛
媛
県
で
は
、
被
爆
者
二
世
の
健
康

管
理
に
役
立
て
る
た
め
に
、
被
爆
者
二

世
の
健
康
診
断
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

被
爆
者
二
世
で
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、

大
洲
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

実
施
時
期

ロ
月
初
旬

実
施
場
所

市
立
大
洲
病
院

申
込
締
切

叩
月
却
日
(
金
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
保
健
所
健
康
栄
養
係

8
⑧

3
1
6
5
 

合

同

追

悼

式

の

開

催

第
品
回
大
洲
市
戦
没
者

・
消
防
及
び

公
務
殉
職
者
合
同
追
悼
式
を
開
催
し
ま

す。ロ凶

時

日
月

5
日
(
金
)

午
前
叩
時
か
ら

場

所

大
洲
市
民
会
館
大
ホ

1
ル

追
悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
す
る
人
は
、

お
近
く
の
遺
族
会
役
員
ま
た
は
高
齢
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

8
@
2
1
1
1
(内
線

1
7
7
)

南

予

水

加

藤

西

田

南

星

山

神

佐

(有)

吉
子

(有)

師事)

西

10月3日目)

10月9日(土)

10月10日目)

10月11日(月)

み
ん
な
、
毎
日
、
守
ら
れ
て
い
る
。

自
賠
責
制
度

自

賠

責

保

険

・
共
済
は
、
年
間
約

1
3
0
万
件
も
の
交
通
事
故
の
被
害
者

に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、

こ
の
凶

年
間
に
約
叩
%
増
加
し
、
毎
年
多
く
の

死
傷
者
数
を
出
し
て
い
ま
す
。
死
亡
者

数
こ
そ
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
負

傷
者
数
に
つ
い
て
は
過
去
ワ
ー
ス
ト
の

1
1
8
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ

て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動
車

1

台
ご
と
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。強
制
保
険
で
あ
る
自
賠
責
保
険

・
共

済
は
、
す
べ
て
の
加
害
者
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
保
障
す
る
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

自
賠
責
制
度
の
ホ

l
ム
ぺ
l
ジ

F
2匂
~
若
者
百

-K
σ包
ご
ロ

ツ
キ
を
つ
か
め
!

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
!

-
等

1
億

5
千
万
円
(
辺
本
)
・
前
後

賞
各
2
千

5
0
0
万
円
・

2
等

l
千
万
円

(
辺
本
)
・3
等

1
0
0
万
円

(
2
2
0本)。

予

7.1< 

南

t家

上

大

福

(罪

(有)

神

村

大

岡

10月16日(土)

10月17日(日)

10月23日(土)

「

i
由
自
閉
聞
E
E
E

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
い
街
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高

齢
者
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間

9
月
幻
日
(月

)
i

日
月
ロ
日
(
火
)

叩
月
日
日
(
金
)

抽
選
日

悪
質
な
業
者
に
は
ご
注
意
を
!

最
近
、
販
売
業
者
が

「
水
道
課
よ
り

委
託
を
受
け
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願

い
に
き
ま
し
た
」

や

「
水
道
課
よ
り
委

託
を
受
け
ま
し
た
。
水
質
検
査
を
さ
せ

て
下
さ
い
」

な
ど
と
訪
問
し
て
い

ま
す

が
、
水
道
課
は
各
家
庭
を
対
象
に
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
や
水
質
検
査
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

大
洲
市
の
上
水
道
は
、
水
道
法
に
基

づ
く
水
質
検
査
を
行
い
、
安
全
な
水
を

供
給
し
て
い
ま
す
。
水
質
検
査
の
水
は

決
め
ら
れ
た
場
所
で
採
取
し
、
検
査
を

大
洲
保
健
所
や
(
財
)
総
合
保
健
協
会

と
い
っ
た
公
的
機
関
に
依
頼
し
て
い
ま

す。

こ
の
よ
う
な
業
者
が
訪
ね
て
来
た

ら
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課

g
@

3
7
5
3
(直
通
)

nu 
n
U
 

F
h
u
 

n〆
』包

戸

加

保

西

星

藤

{左

城

側

f左

備)

備)

久

10月24日(日)

10月30日(土)

10月31日(日)

収
穫
祭
(
稲
刈
り
)
参
加
者
募
集

大
洲
市
青
年
農
業
者
協
議
会
は
、
食

料
や
農
業
に
つ
い
て
の
理
解
や
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
自
然
に

親
し
み
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
左
記
の
と
お
り

「収

穫
祭
(
稲
刈
り
こ

を
実
施
し
ま
す
。

日

時

叩
月
日
日
(
土
)
午
後
l
時
叩

分
(
受
付
は
午
後

1
時

1
)

場

所

オ
ズ
グ
リ
ー
ン
裏
の
水
田

参
加
料

大
人

5
0
0
円

・
小
人
(
中

学
生
ま
で

)
3
0
0
円

(
参
加
料
は

当
日
集
め
ま
す
。
)

申
込
締
切

叩
月

8
日
(金
)

申
込
先

農
林
課
農
政
係
(
大
洲
市
青

年
農
業
者
協
議
会
事
務
局
)

宮

@
2
1
1
1
(
内
線

2
3
0
)

社
長
さ
ん

あ
な
た
の
義
務
で
す

労
働
保
険

叩
月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

厚
生
労
働
省
で
は
、
叩
月
を
労
働
保

険
適
用
促
進
月
間
と
定
め
、
全
国
的
に

労
災
保
険
や
雇
用
保
険
の
未
手
続
事
業

場
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
に
つ
い
て
の
ご
相
談

・
お

問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ハロ
l
ワ

l
ク
大
洲

8
@
3
1
9
1
 

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

8
0
8
9
・9
3
5
・5
2
0
2

汲取り受付センター

8
月
末
に
発
生
し
た
台
風
日
号
の

影
響
に
よ
り
浸
水
な
ど
の
被
害
に
あ

わ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を

申

し

上

げ

ま

す

。

。
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内
相談内容 日 時な ど 場所など 問 い合わせ先

人 権 相 談 10月15日(金)/午前10時~正午 八多喜公民館
急ぐときは法務局 ft24-4155 

(法務省) 10月19日(火)/午前10時~正午 市役所3階会議室

人権擁護委員による 毎週月・水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 料 相 談 (休日を除く)午前9時~午後4時 人権相談室

行 政 相 談
10月19日以)/午前9時~正午 消防署会議室

急ぐときは ft24-5072(山本)
(総務省) ft24-4294(辻)

社会保険相談
10月6日附/午前10時~午後3時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

10月26日(刈/午前10時~午後3時30分 ft089-925-5105 

不動産無料相談 10月15日(金)/午前9時~午後4時 宅建協会大洲支部 同上田喜六不動産 ft24-4452 

;一般相談談 毎週月・水曜日
大洲市総合l法律相 時毎井一週火・ 木曜日 受付は総合福祉センタ 1階

心配』と l介護時相間談) 週金曜日 福祉センター
社会福祉協議会 窓口まで

相 談 :(相談 時間はいずれも午前10時~正 (相談室直通)
ft23-0313 

午、午後年 1時~午後除4時 ft23-5629 
祝日・ 末年始を く

家庭児童相談
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分

市役所高齢福祉課 ft24-2111 内線169
祝日・年末年始を除く

人 権・同和問題に 月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 大洲隣保館 告 24-6100
関する何でも相談 祝日・年末年始を除く 大洲福祉会館 包25-0947

青少年 相 談室
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 青少年センター ft24-7830 
祝日・年末年始を除く

ふれ愛スクール相談電話
月~木曜日/午前9時~午後4時

国立大洲青年の家 ft24-1414 
祝日・年末年始を除く

案と
、・・M偽
‘ー

号火
ロ火相

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

叩
月
白
日
(
日
)
は
、
「
お
ま
つ
り

村
」
と
「
お
お
ず
浪
漫
祭
」
を
開
催

し
ま
す
。

例
年
日
月
3
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
町
並
博
の
最
後
を
飾
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

大
洲
の
秋
を
代
表
す
る
お
祭
り
で
す
。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
併
せ
の
う
え
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

叩

月
白
日
(
日
)

午
前
日
時
1
午
後
4
時

場
所

肱
川
緑
地
公
園
、
お
は
な
は

ん
通
り
、
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
、
ポ

コ
ペ
ン
横
丁

ネ
*
*
*
*
申
・
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

企おおず浪漫祭

お
戚
り
再
生
ブ
ロ
ヲ
ェ
ワ
ト

今
年
の
「
お
成
り
」
は
、

天
守
閣

の
完
成
を
記
念
し
て
、
武
者
姿
の
城

隊
が
加
わ
り
ま
す
。
開
催
日
時
は
、

印
月
M
日
(
日
)
の
概
ね
午
前
日
時

か
ら
午
後
4
時
頃
ま
で
の
予
定
で
す
。

お
宮
か
ら
の
行
列
は
、
ほ
ぽ
例
年

と
同
じ
コ
l
ス
を
回
り
ま
す
が
、
城

隊
は
天
守
閣
前
を
出
発
し
て
市
民
会

館
前
で
行
列
と
合
流
。
行
列
の
前
後

を
護
衛
す
る
形
で
市
内
を
回
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
城
隊
を
含
め
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
こ
と
で
、

一
部

区
間
で
神
輿
を
担
ぐ
な
ど
、
例
年
に

な
い
賑
わ
い
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

古
式
ゆ
か
し
い
装
束
を
身
に
ま
と

い
、
伝
統
行
事
の
継
承
に

一
役
買
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
問
い
合
せ
先
は
下
記
の
通
り
で
す
。

ま
た
、
秋
恒
例
の

「お
ま
つ
り
村」

や

「お
お
ず
浪
漫
祭」

も
今
年
は
叩

月
白
日
(
日
)
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
町
並
博
の
最
後
を
飾
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
例
年
以
上
に
盛
り

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

お
楽
し
み
に
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
町
並
博
2
0
0
4

実
行
委
員
会
事
務
局

市
役
所
・商
工
観
光
課
内

告

一

@
2
1
1
1
内
線
3
5
3

担
当
・
武
田
、
主
井

大洲市内の交通事故

8月末現在 昨年同期

件 数 188 169 

負 傷者 247 217 

死 者 2 3 

き

平成16年8月31日現在

39，017人(+51) 出生 32人(+7) 

18，645人 (+28) 死亡 32人(-2) 

20，372人(+23) 

14，925世帯 (+27) )内は対前月比

動の民市

人 口

男

女

世帯数

今月の納税は

市・県民税 3期
国民健康保険税3期
納期限は 11月1日です
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